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当委員会の前身である倫理・プロフェッショナリズム委員会では、近年急速に発展しつつある

学際的な「道徳性の科学」に基づいた新しい「医のプロフェッショナリズム」の確立を目指し

て、2013年までに５回のシンポジウムを開催し、プロフェッショナリズムに関する理解を深め

て参りました。 

しかしながら残念なことに、それから２年が過ぎた 2016 年から、医学生や研修医による性的非

行事件が繰り返しメディアを騒がせ始め、関係者の間に衝撃が拡がっています。どの医育機関

でも起こり得るこのような事態に対し、私たちはどのように対応し、どのように予防するべき

なのでしょうか。 

そこで当委員会では、学習者のアンプロフェッショナルな行動への対策を検討するシンポジウ

ムを連続して開催することを計画致しました。その１回目は、大学における性的非行の実態

や、被害者保護および教育のあり方、および、アルコール影響下での意思決定能力の変化につ

いて、それぞれのエクスパートをお招きして基調講演を頂き、医育機関としての対応について

議論を深めたいと思います。 
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第 6 回医学教育シンポジウムを終えて 
野村 英樹（金沢大学附属病院総合診療部）  

 
今回の医学教育シンポジウムでは、いつにも増して、多くの参加者が熱心に最後

まで積極的に議論に参加されていた。このことは、医学生や研修医による性的非

行が決して対岸の火事ではなく、医学教育者にとって身近で深刻な悩みである

ことを意味している可能性がある。 

 
二つ、印象に残ったディスカッションをご紹介したい。 

 
河野先生は、被害者の立場にたつ配慮、中でも、セカンド・レイプと呼ばれる心

ない対応を決して取ってはならない、ということを強調されていた。特に、被害

者にも何らかの問題（露出が多い服を着ていたから、夜中に出歩いていたから、

など）があったのではないか、という言葉に再び傷つく被害者が多いという。一

方、伊豫先生のお話の中では、大量飲酒をする女性は性犯罪の被害に遭いやすい、

という統計的な事実が紹介された。 

 
このことは、被害を予防するという意味で大量飲酒はしないように伝える教育

者の役割と、実際に被害に遭ってしまった被害者を傷つけないという教育者や

医療者の役割との間にジレンマが生じることを意味している。私たちはどちら

も疎かにすべきではなく、自らリスクのある行動を取らないこと、そして、被害

者にも問題があるという考え方は誤りであることを、どちらも学習者に確実に

伝えて行く必要があるのだろう。 

 
もう一つは、アルコール性の”視野狭窄”について注意を喚起すること以外に、非

行を防ぐために教育者にできることがあるのか、という議論である。その中で、

被害者の気持ちを思って胸が痛む、という経験を繰り返すことが大事なのでは

ないか、と参加者の一人が発言され、皆が大きく頷いた場面があった。結局のと

ころ、被害者がどんなに辛い日々を過ごすことになるのかを想像できる者は、性

的非行に及ぶことはないだろうと思われる。性的非行、性犯罪の被害者の苦悩を

真正面からカリキュラムの中で採り上げることが、現在各大学（医学部）がまず

取り組むべき課題であると思われる。 
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